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議事録 

 

１．日時    2021年 4月 13日(火) 15:00 ~ 16:30  

２．場所    オンライン 

３．議題 (1) modeFRONTIER の事例紹介 

 (2) 前回議事録の確認 

 (3) シンポジウム準備 

 

４．出席者 (敬称略) 

 氏  名 所 属 

主査 山川 誠 東京理科大学 

幹事 藤田皓平 京都大学 

委員 大崎 純 京都大学 

委員 小野聡子 近畿大学 

委員 寒野善博 東京大学 

委員 木村俊明 名古屋市立大学 

委員 國光修五 ユニオンシステム 

委員 笹谷真通 東京電機大学 

委員 高田豊文 滋賀県立大学 

委員 多田 聡 (株)構造システム 

委員 永野康行 兵庫県立大学 

委員 松尾智恵 明星大学 

委員 松本慎也 近畿大学 

   

欠席者（敬称略） 

委員 天野 裕 アラップ 

委員 和田大典 梓設計 
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５．討議内容 

(1) modeFRONTIER の事例紹介 

 IDAJ 田中氏より，汎用多目的最適化ツール modeFRONTIER の機能紹介・事例紹介がなさ

れた． 

[質疑] 

日本設計, 竹中工務店以外にも利用が進んでいると思われるが，modeFRONTIER を使った

事例として今後のプロジェクトで公開できるものがあれば教えてほしい（山川） 

≫建築学会大会など今後の発表をお待ちください（田中） 

最適化のアルゴリズムは，基本的には発見的手法（GA）が主だったものか（高田） 

≫発見的手法や勾配法などを併用したものなどもある（田中） 

部材断面の選択など離散最適化に対応したワークフローの作成に苦労した（藤田） 

 ≫Excelシートで部材断面 ID と断面リストを紐づけるマクロを用意している（田中） 

エンドユーザーの感性に依存するような目的関数をどのように数値化したのか（永野） 

≫IDAJ としては最適化ツールによって与えられた数値を最小化・最大化することを支援

する立場で，目的関数の設定についてはユーザーによる（田中） 

 

(2) 前回議事録の確認 

前回議事録について確認した（山川） 

(3) シンポジウムの検討と準備 

冊子資料について確認した。PDFでの配布はしない（山川） 

司会について、前半は笹谷委員、後半は寒野委員に会場で担当してもらう（山川） 

≫笹谷委員・寒野委員の了承が得られた。 

⑩実設計における最適化ツールの導入方法例については発表時間を少し増やすために，⑨

最適化ツールの現状と分析（國光委員）の発表時間を 20分から 15分に短縮する。（山川） 

申し込み状況について，ホール：56 名，ZOOM：66 名。まだ余裕があるので，周知をお願

いしたい（山川） 

当日の集合時間について（高田） 

≫開始 1時間ほど前とする(山川) 

当日の発表データは、パソコン持ち込みでもよいのか（松尾） 

≫データを共有した方が ZOOMでの配信もあるためスムーズだと思われる（山川） 

配布資料と発表時のスライドが一致しないこともある(笹谷) 

≫構わない。発表はオンライン配信されるため、著作権等を留意すること（山川） 


